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冒芋づく一〕’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’・’・・1ヨ
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安睡井手・’・・・・・・…’’・・・・・・・・・・・・・・・・…22．
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ol・む

北条

・oむ

小鴨

○水

讃岐

o・Fl1

i■■■　［一’■

天神

・o別肚
岨・1■市

米」ll

lo土』抽
■　　＝，　封市

佐靱11

　　キミ雇ちは、’llなんて自然1ε編れている宅のだと思っ

，…｛い弛んでし励？鮒ん帥では・昔から獅
　まの川は一ホ毛ないはすです。同きを変え、支流を作り、
　　　　　　τL『臣弓・・’’二．せ’’き止め、堤肪を作るという作崇を手年以上毛＜りか

　・一えしてきだんです。この気の遠くなるような努カが’、目

　．ホ。を「水の昌かな国」に膏て上げまし雇。水遣から流れ

　」’　　　　　の毛のなんかじゃないんです，多くの人

　　　　　　　　為カ．と時闇をかけて作り出してき尼、あ

＝．、、、、一．．、．．．老のあせ’と涙の結晶の一吾6が、水田に水をはこぷ水

士　苛■　呂

米金井

水田が

地球凹

農村壷

いう役割をするのか、乞してキミ雇ちの生活にどんな

に役立っているのか宅いっしょ1こ看えてみましょう．



’・．…

　キ昌た右1こはおどろきか宅しれませんが、毛と毛と目莇の文化

は山の暮らしから出発しまし尼。炭傾きとし、うのは晴代をときめ

　　　　　　　　　　　■ヨ｛．
く■六匿繊つ雇し榊おわ雌作る醐人甲苧苧苧お・

1・’＃

簿

華をする人は・駅は信じられ飾11轡縛蝉鞠鯉

いうことになります。

擦1鑓ヴく顯＆馨警し⑳：嬢迎

　　　　□川削帥　　　門伽　　r＞・　㌻．’主・≡〆
榊舶鵬．こよつτ洪水鰍畑嵩1牢れ醐珂；甲∵、．、

の地酬脇多くの人舶めるよう1こなつてひ碑鵬水畔
　　　　　　　　　　1弍｛・自］一ヨ
増えると．同時1こ八口宅擾発的1こ増えていきヨ≡し雇日しか毛考’れ

はわすか300－400年前の出衆事なのです。

つヨ≡り平野は者の冒．住みよい蜴所ではなかっ尼ということが者

えられます。

苗冊1…1占寸一｝咀’曲．；

　■」⊥ヨ　’」　坦L「．

　条里制が畠められ、国つくりガ’撞んでからの右の撒百年闇．目
　○昔
　　　　　目　呈

i1ilの　　’’頓．，・・鵜釜作づ刷、oきを側水の流榊舵

　吾一11｛1．！一＝’　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　甘1．｝｛帥ヨ

　　’懐．　　　　　＝’’ドヅネエ瞠：）1を掘つ尼り、水遣帽をかけ雇りしヨ≡し
　　　　　　・．’．　　　　稀圭■111」・．＝・．．　　　　　　　　肺、ヨ

㌻離の作崇のひとつ瞬鯵者れ者れの土舳11の榊舳か
兵雌遥らわず1舖れているの毛．目ホの水の鞘がほこる
　　再＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1弍片　L　べきと．こ3です。目．旭のい．雇るとzろで層±やきの振術グ’L一ブ．

　圧阜ゆ昌B冨ぢが箇き縞けヨ≡した。こうして水が治められ、水田は

　’増．えて’L、きヨ≡し雇。きの．循県、なんとこの，00年闇で耕され撞土

　地は、者れまτの2悟1z毛なっ尼のです。

　　こうし左こと毛書えながら、…，≡す目加の罠崇の睡吏を脈してみ

　ましよう。

丑．≡1

．鎮1・・．
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　昔の．人たちは、長さの単位を　r尺」、体積（容積）の単位
　　工　．’’＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’r1．≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’。」」

を　「升」、面積の単拉を　「坪」、重さの単位を　「貫」とする

単仕を日本古来決めていました。今はメートル法が使われて

いるけど、今でも昔の単位を使っている人たちもいます回大

工さんや、着物を縫った1」する人たちがそうです。

（長さ）

　■．・・、　　1■

　一里（36屈丁〕→3927．26呂メートル（m）
　’．’・r　　、．■’’1

一町（60間〕→109．09メートル（n1）
　　！．■．一一

　二間（6尺）→1．8ユ．メートル（m）
　．’・・1　’　’　’＝　　　　　　　　　寸．」．

　一戻（10寸〕→O．303メートル（m〕

（広さ）

　．’・・］　　、．■1

一田丁｛］．O反）→99．17アール（a〕

　’反｛10畝）→9．9ユアール（a）
　＝■止　　　一・’　　　　　　　　　’一1』

　一壷久　｛30土芋）　→O．99アー」レ　（乱）

ほす眉）

　’石（lo斗）→1呂o．3リットル（！）
　■’・．，　　．一　」

　一斗（10升）→18リットル（！）
　■，・．。　■　．「　1

　一升（ユO・合）→1．8■」ツトルu）
　！，＝。　　＝’」　　　　　　　■．’・一

　一合（10勺）→1．8デシ■」ツトル（dの

（重さ〕

　’貰（ユOOO匁）→3750．OOグラム（g）
　■．’・｛　　；止圭’1

　一匁→3．75グラム（g）
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　．＿　　　岨．一j．一 麓騒灘鍵鱗灘騒灘鍵灘鑑灘鰯灘麓醸錘姜綴灘繋

たiぷ二鴛こ＝11

貝や魚をとって＜らしていま

した。い＜つかの家族が集ま⊃　’1

て部族を作り、とれるものが

な＜なると、も⊃と豊かな士

地に引〕こしたりして、＜ら

していました。そこに、見知

らぬ人がや⊃てきました。

その人は・遠＜中国大陸か1

i二＝二葦：1、：二；鴛1

もない食ぺ物を持⊃ていまし1

乞　　　　　　　≡

そのお米は、土1zまいて．水 　鉄が伝わり、いろいろな道　1

具も作られて、大きな」llのそ　≡

ばだ1サでな＜、いろい3な土　≡

地1＝どんどん田んほを作⊃て　’

いきました。みんなで協力し

て、田んほを耕し、川から水

を弓1き、草をかり取って、水

田を作⊃ていきました。

’’≡’樽

し・きIプんなかりをずる必要11



麗

■．＃

謹

韮

　　　　　　　　■。，．⇒’コ
　ところが、日照りで稲がか

れてしまコ左り、こう水ωた

め1乙せっか＜膏てた稲がだ　≡

め1：なってしまうことがあり

まし左。そこで、人びとは、

＝ニニ鴛1幕言11■二1

りのとき1・こまらないよう1・1

水を肋てお＜・帥池をつ1

＜るようlzなりました。

碇二1黄’’＝1生…性・≡　　　　■

　田んほが広がるとともlz、

人ぴとは、集ま⊃て＜らずよ　：

うになってきまし左。

　水田ができやずい。平野や　1
L■L一＝吉

扇状地の山ずそや台地に、村　1

ができてきました。

ヨ；　・茸・扁・」1鮮
；

ili

　お米がきちんととれるよう　≡

になると、左＜さんの田んぽ　1

をも⊃ている者と、そうでな　≡

い者ができて、賀富の差が生　≡

まれてきました。

　村も大き＜なり、その中か　1

らリーダーi＝なるものも現れ、

階級杜会が発生して、新しい　1
一工’1　上

制度もできあがってき豪し左。

・簿

　力をつけてきたリーダーた
　　一」　■
ちは、奈良や京都1：都を〕＜

り、地方1こ投人などもお＜よ

う1こなりまし左。そして、土

地包大きさを決めた区画に　＝

分け、道やかんがい水路を整　≡

　　　　冊］
えていきまし払これは・全1

国各地で行われ、平里予のほと　≡

んどが、きちんと区分1すされ　≡

た田んほになコていきました。

’．…H巾出一’〒ホ亘■．■．．，一．圭i！」・■肚吉’j…．市■；．と吉’1．「■．「言可．

’甜，、鰯，1」1・鱗襲襲鰯…鱗嚢鰯鰯



　ヨ’1皿踊’・

　　I　　－

　　I
　亜■
　　副　一一
　昨』一　卍’’

■」’

’曲

i」甜

岨

谷、高地を新し＜切り開いて

水田や畑を作ってい＜人も多

＜なってきました。そして、

一っの田んほから、た＜さん
　　　　　　　　｛　．’｝■の米がとれるような■夫をし

たり、二毛作や牛や馬を使⊃

や干ぱつなどのさい害対策も、

各地で行われるよう1：なり冒1

し左。

f．．

套二し左農業ができてきま喝磁
1輯’

’．’一　　　　　　　　　　　　　　1　　一

“≡

んどん取り八れるよう1こなり

　　　　　　　月L’’　‘ました。用水路の整備や」llω

改良などにより、より多＜の

米や食料ができるようにな⊃

ていきました。

1こなりました。しかし、海外か
　血　＝吐・r　　　　　　　　　　　　　．1

ら輸八ずる負料が土曽え、農業

だけをしている農家は少な＜

な⊃てき≡…した。農村1こも、
L咄’r■｛

桂宅や工揚が増えて、農地は

さまざまな形で利用されるよ

躍
棄 ■

　■

麗
壷

■　　　　　　　■　　」　　　’　　■1　一　　　　　　　　■■■　曲■

・曲甜’．。曲．．」．　瑞．
，．。　血一1　　　　　　　　　　蜆1甜　　．

’一　　　舳≡’．＝’　’　　　　　’！

　　　圭．　’　　　　　　＝

＝．．．踊’

’’由　　　’　’
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’麗　　　’咀’’
．「　　　　　　　　　　　　j　’

＝i・
。．　．．　、・．冊・盟．　　　，　．．曲1． 咀1
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侮に
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　昔
　か
　ん
　1＝
　在
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1畦

柿
制
匝
止

皿」也i・北近農

伽皿曲代地
甲曲舶的畦111

黄1・l1≡

1睦1

　人□
l1七十r■i．．■一

r
一
「1

10一

宮一

冒・

卍’t
・適地閏再．

．r’湾垂1串＝小…角・州．．

’捌宇

踵良帯岬うせ九÷い．1…曲下ホ甘撞1：わl1吉出τく塙曲抽岳、士くo呼’ぴ胡’．

　■＝＾｝．’，

　眼界地開田
　　　　　　．現　量
　　　　　　代．．か1・・悪集寸牛o　　　　土　・筍　．

　・扁扶地．　・ホ　質占
　　　　。．．、刊、抽ゾの・
　・台地．、海浜術」…．時＝

　　　　　　　　代・

鰯

ヨ，由，’’耕．’≡≡

し・っ地やψ高Lrと．戸うΦ閏田

　　　　1■．・∫±
・小平里芋晒干揮由’．一＝ぴ；角州疽ど ’小平野．の小高いところ

…た助池かんがい

大平窃開田　　　　　　　1台地開田

．1畑’〒’
’初期開抽

1扇状地の一剖、．大平密硯＝蔀；・台地の一部
畑自立仕 商業畑確立

へ・’

’地L、吉1＝応Oセ造曲られた時代
．．！’米が社会Φ土台となb

イ・二新串・開発が進曲られた時代’

国力増強φ年均1［
農業在喧し進＝φ走時峠
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＝軍璃睡蹄醒

’水看取る ■
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川から水をひく

　くL苗岨莇曲に打ち＝んで，丸士在

田定す品た曲1二、くLr租］ち＝田■．モ

晒作叢左くo拒」てi古た丼堪■，ホ龍

卍田何古、所廿■言〕リヨ品モL1圭’O，甘

吉問1＝1ヨ，拍乱土中一」■石甘ど在］曲て．

戸苗どi苗古えて1乍］τ由君’　＝oi、

■’昔Lよヨ冊式」井幅i，占畠暗什1＝

i｛］三も皿だ．．

井堰

　お米を作るにほ、ホが1．虹婁だ由　水田に水
　　　　一　　＿　’
左びく工．夫は、昔からたくさん考えら十1．て
　　　　　　　’』　『■’きた．　嗣水　｛天．水〕　左た出た’」、　一1田わき

　　　　　　　　　　　　　　　　　r　＝ホ帥いたi」、弁声左ほつた1」、砂仰中を

崩i＃「　るフ忙を耳≡圭苛責んだ地■Fフk路で耳且』」．出　L

てみたi！屯し．．た凸でも、モれだi＋でiゴ、た

　　　　　　　上くさんoホを・得若＝ヒはできむい凸

　モ　ニ　で幸’え　られた仰カ｛、　．」l　lオ、らjk左耳丑る

方湛だ．　ただ、　いつ七」「「皿水がい■］ぱいな

ら、ホo入11口を作rてお1寸ぱいいHれど、

フ忙量封｛少’むいヒき1土、　二ま＝］てLまi。モ

ニで、二宜：＝考えた旧カ｛、　，峠o〕高さを一定1・＝

・保った州．＝、川の流れをせきヒ由るLき1」。

　「井堰」ヒいう二田Lき1」を作っておけぱ、

い’〕ても1且要な［時．：＝、　フ忙を耳且’」二主．’こヒができるんだねo

　景初旧井堰ほ、木や石を精山重ねた毛椚て、二われや’すいL．。小さ

い」■1「i＝Lかイ乍るニヒができむかった。伺．度もそ九．な井J唾をイ乍ってほ。

　　　　　　　　　　　　　　　■＝■　　ヨエこう水などてこわ杓．ろヒいう龍芒再良を韮iLて、　大きな」llからホをひくニ

ヒができ若、Lっかll　Lた井堰が作られる」＝うに右ったんだ。

○嘔和！年｛r明〒に苫圭’古由市れτL吐垣｛北辛土地曲良匡所曲1
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　　　甘　て’1山曲士，

とっとo井手物語關

」
．

＝躬．’＝，■

土地ω人々1＝愛され続1ゴる、安藤井手目

〕」H亜
　　　　　　　　　■」・」
冊安誼＃手の硅昔工1＾
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蒔≡r

舌・■

　　　　　　宅。干。　占i　　］　　　’

歴史・ぴ妾る審醸井手
　占一．　‘’＝　　■’　　’‘

　安藤井手は、．島取．県棄部にある一級洞川
■．■r　！’’＝　止一’＝

八東川を水源とし、国道29号練と平行し

て八．東町から郡家田丁にかけて、山のすそ野

を流れる水路で、長さが10．8kmあり、郡

家田丁の水田およそ／05haをうるおす農業

用水路です曲

　その昔、＝のあたりは水に恵まれず、農

民は困11果て、百姓一撲もたびたび起こっ
　　　　　　　　　　　　　　“」i　■」’］　　■’　　’j　　　≒
ていましたが、江戸時代後期に安藤伊右衛
1■一i

門によってこの水路が造られ、苦しむ農民

を救ったのです出

　今でも二の水路は「安藤井手」と呼ばれ、

土地の人々に愛され続けています。

貧困と水不足

「あ一、今年もまたひで］か。もう一粒の

米毛ない。わしたちは＝れからどうやって

・食っていったらよいのやら。」村の農民は

皆、空をあおいで悲痛なさけぴをあげてい

まし．た。

　．≡：一’＝　’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．1’］二一

　文化13年（1816〕の凶作にっづい

て、翌14年毛大ひでりのため、村の稲は

すべて桔れてしまいまL．た。また、その翌



年の美鼓元年く1818〕の「かん天」のひ

でllで、村には富農の門前に行列を作って

」食ぺ毛のを求める者や、藩の助けによって

生きるのが精一杯の農民がほとんどでした古

　さらに、このあた1」は水田や畑地が少な

　　　　　　　．，」一’1
く、ほとんどが粟・そばを常’食とするまず

L．い．暮らLを続けていたのです。

L，　　　」＝　　　i　　　＾」。

伊右衡用の出生
　，．一．　’’、　．，　　’＝　　i　■一．　　　　　　1≒’’■　，、、

　安藤伊右韓i門は、宝．暦元年（ユ751〕

この地で生まれ、家業である農業を継ぎ農
　　　　　　　　　　　．，　　」　　二　　一．一一
耕にはげんでいまL．た。伊右衛門の一性格は

意志が強く、一度思い＝んだらどんなに難

しいこと毛戒功させたと伝えらわているほ

どです。

　伊右衛門は以前から、10数haの畑地を

水田にするため、用水路の建設を考えてい

まLた。そして、その．考えを藩に願い出て

いまLたが、なかなか認められませんでL．

　　　　　　　　　≡一！た。L．かL．、ヰ目次ぐ凶作、ひでりに苦

しむ農民の姿をまのあたuにL、一日　　　　曲　・．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪
も早く水路を完戒させて水不足を解消

で、強く工事の許可を求・め続けました但　　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○神杜晒巷措1二立て筍九左酬刮
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とウとo井≡1≡物語圏

亡h　L山皿
天神盟台地開発ω吉コ川コ有つ（⊃后、カウ…丼手亡

○カウ干井手晒水苗刑用L止水重＝開金町明吉地内1
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を引き、山腹を迂回L．て．所々で谷水を受け
　　　　　　　嘔コ　　　　止　■」　　＝。
て流れる土永路であるうえに、急斜面や．岩

場などがある延長5，300mの水路です古

　エ事は夜を徹して行われ、提灯の明かll

で井手の高低を測定Lた1」して、工事はた

いへん困難な毛のでした由この困難な工事

の労働者には、罪人も服役させられ・たといわ

れています古

±苗i丑凹圭ヨ士「［「＝

＃苗’．≡市苗吉！1’f．　一，■r■■．■占’■．■士，」■

1王・二と＃’，「］“†．

r帥モ井手』

　土着士と明高の．人た

ちによってっくられた

この土水路ば、明高村

のカウモという地．名の

地域を通っていること

から、カウモ井手と呼　　　　　　　．一一．■一．一．

　　　　　　　　　　　○カウモ井手問迎肥生内画
ばれるように右った説

と、」l1面（カワモ〕を流れている山腹水路

であることから、カウモ井手と言われる」1

うになった説があllます由
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増沸徽
蟹一

むらの発違原始・古代㈱ ■

‘

’

「むら」から「くに」へ

　日．本列島に人が住みつくようになった田が、十敬万年前。そLて、
1自’．石．器、新石器時代を鉦て、褐支時代に入った椚が、約ユ万年前た。か

　　　　　　　　　　　　，■！　■1．■，」をL、植抽や魚左ヒ』」、‡尭畑濃葉をするむど　さまざまな方法で食

料を得ていた縄支人i世、初州ゴ移動生括、そLてだんだん定住する⊥

うにな1」，むらを作，ていった。

　訴生時代の中ごろから、二i氷や外鼓を蒔ぐた出に、むらの回1」にほ

Hや土るい在出ぐらすようにむ■］た。また、むらは、米づい」のた出に、

ホを得やすい1■すモや台地oわきホo曲る所に作られた．むらには、I」一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■’一」ダーがいて、共1司で倉庫を持ち、収かくし．．た稲をみんむで管理L．たんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，　｛圭　弥生時代後期にむるヒ、むら仰中に上下関傭ができた。豪旗ヒ⊥ぱ

；1／．石上に・杜置する人がて昔、モ血下に・働く人ができた。すると、集蕗

全体をほ／で囲むこヒ1土むくむrていった．上に立っ．者が、白分たち

o〕屋敷をほllや土るいで囲む⊥
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とっとo井手物語團 　一ソi、．．．■」　1・．。・…川
’一」．

」

北条平里亭壱うる田ヨ命ω川、北条用水o

○宝苗」たぱ刑」仰北畢用水晒葭昔工1昭和r．呈’年〔r躬刊頃〕哺吉市≡明寺1
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　　　　　　　　］’i　L’ヨ
　　　　　　　　來条用水ω由来

　　　　　　　　　上北条は、天文12年（1544〕の大

　　　　　　　　洪水によ［」、土砂が氾らんして、所々に高

　　　　　　　　台ができたため、水田は少なくな1」まLた。

　　　　　　　　この大洪水で水路は埋まり、水路の形だけ

　　　　　　　　をわずかに残すだけでL．．た。そのため、上
　　　　　　　　　　　　　　一・　　1≡　’ll1一　　　　　　　　北条村」ll」由良宿までの、水田のかんがい

　　　　　　　　が難しくなり、畑として大豆を多く栽培す

　　　　　　　　る」：うになっていました。
　　　　　　　　　　　　L．．＝一’■　’・＝」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．■’’’’＝■．・’一
；葺；と鷺、＝二簑、：し口佃＝与］川，．　　当時の庄屋は、用水路の大改修を嶺主に

ヰ山伯oj，再宇i・＝・士1．・吐．’・」血＃皿二

舳「乱　　　　　　願い出まし．たが、たくさんの費用が必要で

　　　　　　　　あることと、完戚するかどうかわからなかっ

　　　　　　　　たため、工事の許可をもらう＝とが出来ま
＝蛙］壷圭圭坤昔ヨ1

：＝＝1㌫；＝鴛葦…＝二：二■ば、　せんでLた。そし．て、地主も小作も、生活

　　　　　　　　に苦しむようになりまLた凸

　　　　　　　　　享保の年間（17ユ6〕に、上北．条村で
　　　　　　　　　　　　　　　　L」・’」　．一・‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■」’・

　　　　　　　　庄屋をしていた親戚の二男が、鳥取藩の医

　　　　　　　　　　．1’’’≡　　　師の養子になllました由こ
　　　　　　　　　　　　奴
　　　　　　　　　　’’’1・憎’1　れを絶好の機会と見た庄屋
　　　　　　　　　　11・　　；；＝一．｝　　　　　　　　　　　　・・一

〇現在伽止曲哺吉市三朋剖　　　　　　　　　　　っいに藩の賛用をイ吏った改
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生竹夫回堰

　明治のはじめごろまでは、生竹地域は立

派な．水田がっくられていました。その間を、

小鴨」1「は勢い」：く流れていまLた由それ以

　　　　　　　　　十、前から、生竹大口の堰はっくられていまし

たが、度重なる洪水により、水田はっぎつ
　　1≡’
ぎと削り取られてL．まいました。そして、

生竹大口の水路も、西側の山すそに押L込

まれてLまいまL．た。

　明治34年（1901）に県の協カを得

て、山すその岩を削1」、長さ140mの立

5派なコンク「」一ト製の堰がっくられまLた。

また、用水路に砂や石が入1」込まないよう
　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L■　・，」」・二

にするため、それらを吐き出すための樋門

がっくら相まLた。

　　≡圭■…■■　　　　吉」＝
○現在肥生竹士□」厘

」
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年中行事の水取り

　今日は上古川、あL．たは市場、その次は
・三，’．廿　。中。■」　』　　　　’≡＝　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一’］　　　　　　　　．；・・’，＝一」」l1

中河．原、北野と次々に村人が鍬の先に古俵、

古かますをっけて長い列をっくって、生竹

．大口堰に集まり堰を上げる作業が行われま

した。作業が終わると、農民たちは酒を飲

み、帰11道に次々と水路の堰をはずLて下

流に水を流LていきまLた。

　水路は、今の」1うなコンク■」一卜製では

なかったため水不足がたぴたび起こ1」、稲

の育っ6月から8月までは、この作業が繰

1」返されまLた古それは、年中行事として

定若し、農民たちの当然の役目と考えられ

ていまLた。

　　　　　　　　　　　　　　　　’’；．　　』　　一．「1’．
　その後、水不足をなくすために、上小鴨
　　　　　　　　　　≡．一　＾’」．　≒’■　　≡’・一］　1－t

小学校前の小鴨川に、福山大口堰がっくら

　　　　　　　れ．、そし」て中河原に毛同じ
　　　　　　　　　　」．’土　　1．、　　u’≡

　　　　　　　目的で中井堰がつくられま

　　　　　　　Lた由

・ト鴨川の水源
　．一■・　1’」’」　　　凸一　≡’⊥

　大山・蒜山一帯は、広大

なブナ林があり、小鴨川の

水源になっています。秋に
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○閨金町大鳥居趾内在油れ舌譜曲＃年
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讃岐の僧侶

　関金町泰久寺の西から松河原、

大鳥居を東に流れて、安歩に通じ

る水路を讃1岐井手といいます。

　この井手は、この地城の発展に

なくてはならないとても大切な水

路です。特に南1容村の水田にヒっ

てはなくてはならない井手です。

　井手の工事では、泰久寺の高い

土手を作るときに伺度も．大雨で二われてL

まい、困1」果てていまし．た。その時、たま

たま通1」かかった旅の僧が、　「わたLが．人

柱になってLんぜますので、無事この．大工

事が完戚する」：うに、がんぱってくだされ。」

と進んで人オ主になってくれました祖

　村の」人たちは感激して、一生懸命力を合

わせて作業にはげみまし．．た。そのかいがあ

1」、工事が順調に進み、．見事に完戒するこ

とが出来まLた。

　この旅の僧が、四国の讃1岐の人だったの

で、その名をいっまでも伝えるようにと、

感謝と供養の意味をこめて「讃岐井手」と

名付けたのだといわれています由



~F~!CD~~~ 

~~E~. ~~i.~~l~~~~ ･ ~*A.;~~i;j.~.~i~~~:(T) 

;~~~~~･~~~ J~ ~~~~~~~I･J~ ~ L. ~C~,J~] ~ ~L~ 

L* ~ L f~~~. ,~L~sE~i~~~~.~~[;~~,~~; ･ -'~~_*=~J~.,. 
~~~h~~l~~~~E1/J*~*~~~ ~~~ (T)~~~~L*. ~~ IJ ~~~ 

~) ~~L~ L. f*. 

~~~~#~~i~. ~]~~~~Zh~:(T)'J+~,~J11;~*r~*1: 

~*'71 5 Oha~ ~ ~~~L.CL+~~r. ~t::~) 

~~i~. ~~l~~t.~~ta).]+~,~.J]1 ~ I] 4~t~~~~IJ )¥ 

;~:Fs~t+,,*"~L~~;~;~~ 4, 5 O Om(1).~i~~~. 

~~*~:f~]･r+ ･ ~l~~~~~],J'. ~ L. C~~.~~a)~;~~1~~: ~~LCL+~~. 

O~*.*~~#~~)p~a}~~. *J~~~~ ~~~1~:~~~j~~~) 

~
 



(~} y~~~,,tfL,~~(~;~ 

(~} ~~~~~~ *~G~~~~Jb 

i~~< f~~ i,. ;Jct~~i:~~;~;f~~~~~~~･~~~ 

~tCL+ ~ L f~. 

~a)t:~). ~~*~:Ffi]7r+~~~~f~~;~f~lfr+a)~ 

~~~. #~(~)!~<~+~~~~~t~t~ ; ~~:~ I'j. 

~!:* (1 9 9 O) ~ IJ~~~*~~'~,~{L+t~~7~~: 

~t~~~~t~L+~ L.f:. ~f:~:(r)_~~. f**. ~~'･,'*~ 

;~;~{~a)~i~~~f:t~~L･*. ~~J~;6~~~~~:.* (1 9 9 4) 

I･[~~~~ L ~ L ~:. 

o u~~~*< ~~~:;~ ~ i7~D~~,~ ~~~~ 

~
 



闇金町柚河原1④曲値吉れたホ睦

○水田肥堂珊］風景
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○円甜骨水工晒断面固

新田の開墾
　「一i　＝’．止　　・＝I」

　．天神野台地は、倉吉市と関金町にまたが

る広大な台地です凸
　　　　　　　　　　．一．・一　・■i　　工’
　むかし、＝の辺りの泰久寺集落は．谷あい

に流れる水を利用して猫のひたいほどの水

田を開き、一粒でも多くの米を収穫Lよう

と、血のでる」1うな努カがなされました曲

明治26年u893〕の大水害で水宙の
大部分は流され、続いて数回の災害に見舞

われて、残った農地だけでは生きていけず、

苦Lい生活に追い込まれたということです。

　困った農民を救うため、当時山林原野で
　　　　　　　　　　　　■’．’■　　＝　’．
．荒れ地だった天神野台地を開墾L」1うと提
　　　　　’’」．　一．＝　’」＝・　‘吉；「’・，1工

唱したのが山根愛吉翁でLた。明治40年

（1907）に、彼は有志11．人に呼びか

け、ため池をっくって下流の原野41haを

水田にする計画を作il、東伯郡長に塘頁い出

　　　　　まし．た。そL．て翌年には、私費

　　＃上午■ト　で農地開拓の先進地である北海

　　　　　道に旅立ち、3年間にわたり自

　　　　　ら工事技術を習いまLた。その

　　　　　後大正2年、　（1913）．天神

　　　　　野台地を調査した鳥取県の技師

　　　　　が「天神野台地全域を開・発すべ



し」と提言Lたそうです。その提言が、山

根愛吉翁の計画をさらに大きな計画に発展

させることにな1」ました。

＾月’■＾’1＝

狼谷ため池

　大山池というため池があります。

　このため池は、堤の高さ28m、長

で、水面の面積は151，600niも

あ1」、県内でも最大級のかんがい用た

め池です。このため池で約150haの

農地に水を迭っています。本当の一名前

は、狼谷をせき止めたので「狼谷ため

池」と呼ぴますが、大山が水面に逆さに映

ることから　「大山池」と呼ぱ相るようにな

1」ました。

　天神野台地には8っのため池があllます

が、この．大山池が一番大きいため池です。

七’」　上■」　　■’・　　■’‘i　‘」．，

夫鳥居道標
　　　　　　　　　　　　ヨ1・｛｛　　　　　　　　　　i1
　大山に向かう関金から、野添を通って地

蔵峠を越える古い道が通っていまLた由そ

の道に設けられた大鳥居と、石の道標が残

されています。東面には「くらよL．．、いな
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いて、かんがい用．水の…周整を行いました。

　　　　　　　　　　’　’h・　’
しかL、当時の水路は土水路のため水もれ

がひどく、特に干ばつの年には昼夜関係な
　．｛　’　1．’’一。　i’

く水喧嘩が絶えませんでした。

　昭和8年（1933）には、水不足をなく

す目的で狼谷ため池の堤を高くする工事が
　　　　　　　　　　　1≒」二　＝＝’
行われました。LかL、喧嘩はなくなllま

せんでし．．た己

　昭和18年（1943〕、再び狼谷た｛

池の堤を高くする工事に取1」かかil、昭和

20年（］945〕には完戚L．て現在の．大

山池となilまLた。この工事により、水不

足もなくなるはずでしたが、いぜんとして

水の取1j合いによる喧嘩は続きました曲

　昭和43年（1968〕には、コンクり一

トの水路にする工事と、円形分水の故修工

事が行われまし．た。5ヶ所の分水樋門も新

し．くなり、用水の調整

　　　　　　　　　　　」’．’’1
各集蕗の面積に応じた　㌣。

水σ〕配分ができるよう

になって、水喧嘩はな

くなllまし．た。
’、1’七・・㌔

　㌔、

　　騒
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　　　　｝　　「’　＾胡止圭自

とoとo井手物語團 　　　　　　　1　．1’　　■’
　　　　　　・ヨ　　　　　　　　　　　　！’’・．．．I・＿
’’’一、．’一一）　㌧　　r」　’’・＝工・一・・」’川

■　　　　　’’、。・■
1’

　　　　　　80年O〕歳月看貿植し、
出．　」■　lI’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■』凸

冒ウ1兵半島o〕農業と桂民荏膏～亡吉定「圖庖る川」o

｛・．

．⇒■十1⊥．

㊥日野」l1仰米在剛以れ君＝・琴1■1藍借工



1l．［1’

岨：圭吊’1一硅』ヨj

括1⊥血＝と’‘．．苦＃皿世誼貝■’■『土一」’「［’一’」

1皿一’，　　　＃　　　■吉

弓ヶ浜羊島の成り虫ち
　一1」■．　．．ヨ’　1ヨ．≡1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」1　　＾

　弓ヶ浜半島は、大昔には『夜．見の
　　　　　　　．j’　　　，」　　’＝止

島』と呼ぱれた美保湾に浮かぶ小島
　　　　」　　　■’＝　一．「｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’’　’　’

でLた。日野川から流れてくる花闇
，．＝．．H．　　　1」｛　．’・■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．i≡

岩の崩壊した砂の粒が、美保湾の潮

の流れと日本海の風に」：ってLだい

に毎籍し、やがて壷泉16年（16

39）には、現在の半島を形づくっ

たといわれています由

』＾　一巾」

米川用水路の用発

　弓ヶ浜半島には白然の」1「はなく、

人口の」1「を建設L、農業用水を確保

　　　　　　　　　　　　　　　一，’■することが、そ二に生きる濃民の切
■’’i

実な願いでL．た。

　江戸時代の半ばごろ、池田藩第二

代藩主池宙綱蒲は、藩内に．厳L．い倹

釣を命ずるとともに、藩員牙按を立て

　　　　　一■．、　．，≒　　　　　　　　　　　　　　　』．「一’　　…’　」’．，

直す一つの政策として、年貢米を中

心とする収入増加を考えました口当

時、茜伯考の・会見、日野三郡の奉行

であった米村所平広次は、農民の生

活と藩財政を安定させるには、弓ヶ

浜半島の農業開・発を進め、そこにか
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をせき止めて魚を放し、大人から子どもま

で魚のつかみ取1」を楽しみます。また、8

月には子どもたちがいかだ下11をL．て、川

に親Lむ行事も行われています凸
　　　　　　　　　　　±　一＝止　米川は、全線にわた”左岸堤防が白転車

道とL．．て整備され、サイク■」ングやジョギ

ングを楽L．む．人でいっぱいです。またこの

道は、周辺の小・申学校、高校の児童生徒

の通学路とLて利用されるなど、．大切な市

民の生活道路に毛なっています品さらに、

　　　　　　　　　　1」’］　L秋の蕗水期には、社会奉仕の精神を．養うこ

とと、ゴ…のない米川をっくることを眉指

Lて、中学校・高校の生徒に」：る一斉清掃

毛行われます。

　この」＝うに、米川は農地をかんがいLた

1」、非かんがい期にも都市の生活用水とし．

ての役目を果たした1」しています凸また、

弓ヶ浜半島全体の地下水の供　　苗

給、防．火用水とLての役害11な
　　　　　．、・」6．一　■

ど、地域に密着した用水でも

あ1」ます由弓ヶ浜半島の住民

を育んできた米川は、　「母な

る川」と呼ぱれ、地域の人々

に大切に守11継がれています。冊弓備粕刊肋く帥仁㌧ル
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舞
：

　　　　　　　　＾　　　i’」　　　＝帥■

　　　　　　　　佐野川の薄設
　　　　　　　　　ヨ　　・＝I」　．’■■＝
　　　　　　　　　佐野」1「は、鳥取県の茜部にある一級河川
　　　　　　　　’」■　o　．＝一±」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝・＝’　＝’　　　　　　≡■　一1；

　　　　　　　　日野川の左岸に位置L、米子市、岸本町、
　　　　　　　　’■．　当　　　　　　　　　　　　　　　　・＝・」1．∫ヨ　　■］．■’1二一・1一＾　．一一・　’　　　　’’1ヨ　・＝，

　　　　　　　　会見町にまたがる通称r長者原台地」（受益
　　　　」一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制
　　　　　’＝二．・．一，’」1．二章面積460ha〕を養う農業水路で。延長は

　　　　　　　　8．8kmあります。

　　灘．　　　　　その昔、長者原台地は水の便利が大変悪

’’．．瑚’’　　　　　　く、森や草原に覆われた荒れた原野でし．た日

　　　　　　　　二の原野で少し．ぱか1」の畑作を営む農民の

　　　　菱灘＝≡嚢苫労は、並大抵のものではあllませんでし
○現在田佳野」l1

　　　　　　　　江戸時代の初期に佐野川の鍵設工事が始め
□畦］亜拮＝■…i吉ヨ

止’’■出i」・・■．＃■“皿凹1＝占苗

・1．・・古．　　　　　られました。
＾t．；．H＝由＾宇．号11硅ヰ当・11■二

　　　　　　　　　　　　　　　j」“　　i’≒　　　　　・三■’古　　ギ

　　　　　　　　　　　　　　〒1　．一・’’．，　　　　『ヨ　｛・　　　　一．’，’r　・’」』　　　　　　　　　　　　・一一一『

　　　　　　　　ら水をと1」、■宇代、小野の川平・釜廻と断
　　　　　　　　　　’．．＝　　　’」一．’．．≡．≒　　　止’．1」’．・『　　　　　　　　　　　　　　　　　｛■・、　止、

　　　　　　　　崖絶壁の申腹の岩盤に水路を開き、随道（ト

　　　　　　　　　　　　　■．≡　　　　　　　　ンネル）を掘11、谷間には堤防を築き、長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山止　二，　　　　　　　　者原台地へと続いています。工事が難航し

　　　　　　　　たことから、完成までに243年もかかり

　　　　　　　　ました。今でも、工事の大変さを物語るも

　　　　　　　　のがいくつも．残っています。
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　　　≡j≡て努力した、その人々のカがこ

　　’iの水路を完戒させたのです。

　　　　　この用水路は、藩の事業とし｛昂’

○佐野1■1御普詰皆出勅帥説嚇　　　　れました岨また、．人々は長い間
1＝岸本町教肯垂昌割

の苦労を乗り越え、地域のカを結集して出

来上がった佐野川の歴史を永．久に伝えるた
　　　｛　　　i「　　’，」＝．　．i　　．；　　工．’・　．・’・’＝■　　一　　　≡

め、　「佐野川御普諸皆出来」の碑を建て完

戚を書兄いました。

瑳’＝

佐野川の現状

　佐野川の下流の水田ぱ、農業の近代化を進

めるために、二っの県営ほ場整備事業（主
一∫」」　デ十　　　　　　　　　　　　｝■．’・　一■・

千石地区、会見地区）で整然と・整備されま

　　　　　　　　　　　　　　　　　」’」した凸一方佐野川は、水痛れや堤防が暖れ

て、修理が必要となってきまLた。昭和5

7年（1982〕から県営かんがい排水事

業（佐野」r「地区）に」＝ってコンクり一ト水

路に改修さました。

　今日の佐野川は、農業用水だけでなく、

地域の生活用水、防火用水、発電用水など

の重要な水源として禾11用されています。佐

野川がなくては、そこに人が住むことも地
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卍■　一’’。

米金井手の．誕生

　来金井手は、5エ府町俣野川上流の本谷川

から取水し、溝口町大倉に至る水路で、明

治27年（1894）に造られまし．た由
　　　　　　　　　　　　　　1■’　．一
　米金井手の周辺は、大部分が畑作でLた古

Lかし、しぱしぱ生活用水も不足すること

があ1」、水不足に悩まされ続けまLた。住

民の願いは、他の地域から水を碓保するこ

とと、生活を豊かにする水宙を開くことで

した。幸いなことに、水さえあれぱ水田を

開くことが簡単なところでL．た岨
　　　　　　　　　　工’’i　，’　’山’’≡’ヨ　’」’■」’’　中

　そこで、．大倉在住の篠田済蔵、下蚊屋在住
　「’．『！！’』］！1＝」　」rヨ　　　　　　　　　　　　！．1’r　．一　1’・’一．

の大岩八郎の両氏が発起．人とな1」、水路の

建設を計画しました。明治24年（189］．）
　．’・．≡＝　　　　　　　　　　　　　　　■．■・・rL　t．＾・

総株数60株とLて1．株50a、出資金1．株50

円、総額3，OOO円（明治25年（18
　　　・；■．　＝1’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’’．，　’’．i一’

92〕米価2円90銭／60㎏）で新開田

組合を設立しまL．た凸この組含の仕事は、幅1．

1n1、二＝栗さO．64n1の水路の新設でLた由

L．．かL、あまりのエ事の．大きさに驚き、こ

　　　　　　irの工事を諸け負う業者がなく、発起人二人

白ら工事をすることにな1」ました。

　山を越え、．谷をわたる工事は大変で、思

う」：うに進みませんでL．た。途中工事費ぱ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヨ甘■　目莇の’llは、宅と宅と急で短く、雨が傍って毛洪水1こなって、

　　　　　　　　　　　　　　　i由一度に掘1Z流れ出てしまい．あとは亜L、てしまうあばれ川ばかり

でし雇。

　者の川を、できるだけ串るやかlZしτ．上流のあは仙11から水

を水田に昌1きヨ≡す。水田1こ＾っ尼水は、地面にしみ通って地下水

となり、下滞1こわき出τ1」Hlllこなりヨ≡す。乏の’llの水をヨ≡広水田

1ご弓1きます。ひとつの水田の水の出口が、次の水田の取りくれ□

lzなるよう1ご工宍して、者れをl1眉匂1こつないでいって，何百腋毛

何干傲毛の水田を作っτきました。水田1こ流れる水は、土がきれ

い1こしてくれるので何厘宅使う．ことか’できるし、尼くさんの圭き
　　　　　　　　　　一＿・一■■■　　　　　　　　　　　■㌔＿　　　　　’一■■’’㌔＿
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　　　　　　　　　　　苗’桝ヰ、．一．．一」圭岨．榊押締研仰胡胡中麻榊岬’’’
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　　水田の六きな役割のひとつは、蛆球の環境を守ることです。水田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司コ　≡　を編れる水は、±のあい尼を通りぬけることで窒嘉や塩拾がとりの

　ぎかれ．菖らしの尼めのきれいな水1こなります。

　　ま雇水田は、ダムの役蜆毛しτL、ます。雇くさんの水が雇くわえ

　られ．六雨中台圃のと旨には洪水を眈いでくれます。乏れから、土か’

　へ　洞ってしヨ≡うのを肪く働き宅し；≡す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　苛］申｛
　　空気のリサイク几1こ宅，水田は六活躍しています。幅物1こは二酸
　　　　　　　　■｛．舌　　　　　　　　　ニヨニ’ヨ坦1。、

　化炭憲をすって酸憲を出す「光畳励」という倒きがあり≡す。水田の

　尼め1εつくられ雇ホや研は．空気をきれいにしてくれます。宅右ろん、

　稲が膏つとき1こ宅r光昌成」をしヨ≡す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＾ヨ
　　乏れ1こ、稲が育つ時期は、水面と稲の棄から雇くさんの水筍が’蒸
　■弍］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸L，L上ヨ　苦

　発します血水が水蒸気に変わるときには、雇くきんの勲が脳雲にな

　るので．ヨ≡わりの気温を下げてくれヨ≡す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±．　　しか宅水田は．草ホをくさらせ．岩石を漕かして幅棚に脳曹な書

　筍をつくり≡Eす。乏れから．水田は冊しく八っτくる用書のある水

　の力を借りて、いつ冒≡で宅昌かな±を保つことができます。

　　このよう1こ水田は、水や空気や土を止ヨ≡1三りサイク几しながら、

　地球を健康1こする雇め1こがんはっています。つまり、水田は地球の　　。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菱’
　垣康を守る役割をは尼しているのです。　　　　　　　　　　　　　垂

伽岬岬≡叩、年仰抑、甲、w．仰岬榊千珂」一榊岬州榊仰’嘉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
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　自然は気まくれです咀晴れ尼りく宅っ雇り、あらし1こなっ

雇り、冨日天気は震わり、一晩で温廣が止がっ雇り下がっ

たりします。冒向では、乞の気冒≡くれな目鮒zきめ細かく、

ねばり強くつきあってきヨ≡し雇。

　　　　　1弍■甘＾」七］　　　　　　　　　L坦］
　かんがい排水晒殻をつくり．者の而設を害ることで干

　　　　　　　　　　　　　　　＃ヨ吉止
はつを砺ぎ．畑の作物を増やし、拙を増匿してきまし雇。

　　　　　　　　　　　三i苛1．’．
乞しτ、水田を害るzとで洪水を砺ぎ、リサイク几しτ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tl．「刮．｛
きれいな地下水をつくり．軸雇右に生活胃水を提供して

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　石　　i］■上’ヨ　■
くれています。乞れは、土と水を守る±地改畠区の人尼

右が働いてくれτいるからです日

　乞してこれから毛、この昌地や目崇の拮つ力を毛っと

毛つ
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　　　　　　　大井手土地曲宙届、国±交通省島囲工重ヨ粥所
　　　　　　　　　　　　　　　■叩1’一，’’＾’…．廿■■＝「1’’I■■I」！「・！1凸・il■一

　　　　　　　郡壷士地融由回，＾頭郡郡憲田、国土交曲省島囲工串串語所

　　　　　　　関豊土地融由匡，寅伯郡開圭臣πll・＝．’1・・岨咀．≡帥1咀而．冊1一

　　　　　　　北棄土地苗由匡

　　　　　　　大鴨土地曲由匡

　　　　　　　関圭土咄曲盲匡、黄伯郡開金田1

　　　　　　　玉神囲土㍑圭由匡

　　　　　　　拙11土拙誼由匡

　　　　　　　西剖土地曲宙厘、米子市土咄曲自嗣芸．固自刮岸甫田］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1■■l　l1一・’岨血！1’．，■≡干1■■「o帖．冊「一

　　　　　　　目囲地方震柚振興局帥抽望備眠

　　　　　　　全国土地誼罠…目業団曲達合芸。■■r＝一．．・咄．咀．。．■咀L．i。．。■．」口．1

　　　　　　　く己抽カ茜o廿とヨこざ」ほLた。〉

＝皿ホ1二使］た地囲1ま．国土咄埋院拮晒理諦山よ引［ん〕租暑t．

同喘莞石’山日万苗田「地暗囲店1士い甘’〕と昌o万茄晒「地望囲帖せL「苛1荏僅副」た由血τ苗舌．．
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監修1鳥朋県小学抽軸有研究会社会吾胎

　　　　鳥田市面謡小掌抽植長　　　　　　　市原　正恵

　　　　三朝田1立西小宇技校長　　　　　　　宍戸　　剛
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謹　右1平成r目年昌月

　　　　烏囲県震市ヰ水睡吾旧震ヰ寸聖備謂　　　　Ph□［自口目57－2后一7呂巨目
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印　吊■」1山本印刷株式会社　　　　　　Ph□■1目O目5目・47・口O目目
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